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新型コロナウイルス感染症対策に係る感染警戒レベルの見直しについて（通知） 

 

 本県の廃棄物行政の推進については、日頃から御協力賜り、厚くお礼申し上げます。 

 さて、令和４年４月２６日の秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部会議における

感染警戒レベルの見直しについて、別添のとおりお知らせします。国のレベル分類を利

用した感染警戒レベルに改めましたが、県民への要請内容には変更がありませんので御

留意をお願いします。また、関連資料を添付しますので参考にしてください。 

 廃棄物処理は、県民生活・県民経済の安定確保に不可欠な業務でありますので、「三

つの密」を避けるために必要な対策を含め、今後とも十分な感染防止策を講じるととも

に、感染者や濃厚接触者が発生し、欠勤者が多く発生する場合においても、感染防止に

配慮しつつ必要な業務を継続するよう、貴会員に対し十分に周知してくださるようお願

いします。 

 

＜添付資料＞ 

・感染警戒レベルの見直しについて 

【美の国あきたネットＵＲＬ】https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/49784 

・（資料３）感染拡大傾向時の一般検査事業の期間延長等について 

・（資料５）新型コロナウイルス感染症に係る主な取組の状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】 
秋田県生活環境部 

環境整備課 廃棄物対策班 伊藤 
電 話：018-860-1624 
E-mail：recycle@pref.akita.lg.jp 



県独自の感染警戒レベルの見直しについて

令和４年４月２６日

秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部

１ 見直しの内容

○現行の感染警戒レベルの設定を、国のレベル分類を利用したものに改める。

※「感染警戒レベル」という名称は引き続き使用する。

○今後の注意喚起は、必ずしもレベルにとらわれず、対象や地域を絞るなど、

柔軟な形をとる。

２ 見直しの理由

○オミクロン株の特性を踏まえた上で、今後は医療提供体制の逼迫状況をより

重視したものとし、感染症対策と社会経済活動を両立していく必要があるた

め。

３ 見直しによる効果等

○国のレベル分類との併存が解消され、わかりやすくなるとともに、東北にお

いても完全に独自のレベル設定をしているところがなく、他県との比較も容

易になる。

○見直し後のレベルは、主に医療提供体制の逼迫にかかる警戒の度合いを示す

ものとなり、県民への要請は、それ以外にも感染状況を踏まえたきめ細かい

ものとなる。

４ 国のレベル分類を利用する上で用いる指標

○別紙のとおり。

○なお、指標により一律に判断せず、新規陽性者の発生状況、入院・療養者数

等も踏まえ、総合的に判断する。

５ 見直し後の感染警戒レベル

○レベル２とする。



新型コロナウイルス感染症に対応する新たな感染警戒レベル

令和４年４月２６日 秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部

※１ レベルの移行は上記指標により一律に判断せず、次の内容も踏まえ、総合的に判断する。

・新規陽性者の発生状況（人数、年齢、地域、県外の感染状況） ・感染の広がり（クラスターの発生状況等）

・入院、療養者数、ワクチンの接種状況

※２ どのレベルにおいても、基本的な感染防止策徹底の呼びかけは行う。

感染拡大警報、感染拡大注意報は、状況が好転した時点で解除する。

国のレベル分類 県のレベル分類と状況等（※１） 県民への注意喚起の時期や内容（※２） （従前）県独自の警戒レベル

レベル４（避けたいレベル） レベル４（避けたいレベル）

○一般医療を大きく制限しても、コロナの医療対応が

できない状況

（最大確保病床数を超えた数の入院が必要）

○一般医療を大きく制限しても、コロナの医

療対応ができない状況

レベル３（対策を強化すべきレベル） レベル３（対策を強化すべきレベル） レベル５＋【緊急事態】

○一般医療を相当程度制限しなければ、コロナへの医

療対応ができない状況

（強い対策を講じる必要）
○一般医療を相当程度制限しなければ、コロ

ナへの医療対応ができない状況

・病床使用率 50％超

・重症病床使用率 50％超

緊急事態宣言やまん延防止等重点措置を検討

緊急事態宣言やまん延防止等重点措置を検討

・新規感染者数 250 人～／週

・病床確保フェーズ ６

・病床使用率 60％～

レベル２（警戒を強化すべきレベル） レベル２（警戒を強化すべきレベル） レベル４【特別警戒】 レベル５【非常事態】

○新規陽性者数は増加傾向にあるが、病床数の増加で

医療が必要な人への対応ができている状況

○新規陽性者数は増加傾向にあるが、病床数

の増加で医療が必要な人への対応ができて

いる状況

・病床使用率 20％超

・重症者数 3人以上

・新規感染者数 50 人～／週

・病床確保フェーズ ５、６

・病床使用率 20％～

・新規感染者数 100 人～／週

・病床確保フェーズ ６

・病床使用率 40％～

レベル１（維持すべきレベル） レベル１（維持すべきレベル） レベル２【注意】 レベル３【警戒】

○安定的に一般医療が確保され、コロナ対応の医療も

可能な状況

○安定的に一般医療が確保され、コロナ対応

の医療も可能な状況

・新規感染者数 １人～／週

・病床確保フェーズ ２、３

・病床使用率 10％未満

・新規感染者数 25 人～／週

・病床確保フェーズ ４、５

・病床使用率 10％～

レベル０ レベル０ レベル１

○大都市圏で感染が持続していても、都道府県によっ

て新規陽性者がゼロの状況
○新規陽性者数ゼロを維持できている状況

・新規感染者数 ０人

・病床確保フェーズ１

レベル３への移行は、「３週間後に必要とされる
病床数」が確保病床数到達した場合、病床・重症病
床使用率が 50％を超えた場合に、都道府県が総合
的に判断

○一般医療への影響が深刻化するおそれがあるとき

『感染拡大警報』

○一般医療へ影響するおそれがあるとき

『感染拡大注意報』

●人流が増加する時期

進学・就職、ＧＷ、お盆、年末年始等

『基本的な感染防止策の徹底のお願い』

●特徴的なクラスター発生や局地的な感染拡大
要因分析後
『要因分析を踏まえた注意喚起』

注意喚起の
イメージ
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感染拡大傾向時の一般検査事業の期間延長等について

令和４年４月２６日

健 康 福 祉 部

１ 感染拡大傾向時の一般検査事業の期間延長

知事から県民への要請に基づく無料のＰＣＲ等検査（感染拡大傾向時の一般検査事業）

について、新規感染者数が依然として高い水準で推移していること等を踏まえ、５月

３１日まで実施期間を延長する。

＜ＰＣＲ等検査無料化事業の対象と実施期間＞

（１） 感染拡大傾向時の一般検査事業

（２） ワクチン検査パッケージ・対象者全員検査等定着促進事業

※ 受検に当たっては、チケットや予約票等、検査目的を確認できる書類の提示が必要。

ワクチン３回目接種済の方は、検査を受検する必要があることがわかる書類、ＰＣＲ検

査等の利用を希望する方は、該当理由が確認できる書類の提示が必要。

（県ホームページ掲載の様式例による申立書で代替可）

※ 県外在住者も対象となる。

対象者 実施期間

無症状で、感染不安を感じる秋田県民の方

（ワクチン接種の有無は問わない）

【変更前】

令和４年４月 30 日(土)まで

【変更後】

令和４年５月 31 日(火)まで

対象者 実施期間

①ワクチン３回目接種が未了の無症状の方

②ワクチン３回目接種済で、対象者全員検査等

または高齢者や基礎疾患をもつ方等との接触

を伴う活動のため陰性の検査結果の確認が必

要な無症状の方

※原則として抗原定性検査

【変更なし】

令和４年６月 30 日(木)まで

次の場合は、ＰＣＲ検査等の利用可

・10 歳未満の方

・高齢者や基礎疾患をもつ方等との接触を予定

している方

資料３
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２ 無料検査の実施場所

検査箇所数：６０か所（４月２６日現在）

→最新の情報は県特設サイトに掲載 URL：https://pcr-akita.com/

３ 無料検査の実施状況（４月１７日現在） （件）

期 間 ＰＣＲ検査 抗原定性検査 計 （うち陽性）

１２／２４（金）～１／ ９（日） ９５５ ２００ １，１５５ （２）

１／１０（月）～１／１６（日） １，７０４ ３７１ ２，０７５ （５）

１／１７（月）～１／２３（日）  ２，１７７ ７６６ ２，９４３ （１４）

１／２４（月）～１／３０（日）  ３，７７４ １，１７８ ４，９５２ （７２）

１／３１（月）～２／ ６（日） ３，２８３ ８９７ ４，１８０ （５５）

２／ ７（月）～２／１３（日）  ２，７５３ ７０５ ３，４５８ （３５）

２／１４（月）～２／２０（日） ２，７３１ ６６４ ３，３９５ （７２）

２／２１（月）～２／２７（日）  ３，０６４ ７５２ ３，８１６ （８５）

２／２８（月）～３／ ６（日）  ３，１９１ ８５０ ４，０４１ （８５）

３／ ７（月）～３／１３（日）  ２，９２１ ７４６ ３，６６７ （７４）

３／１４（月）～３／２０（日） ３，１２４ ７７２ ３，８９６ （７３）

３／２１（月）～３／２７（日）  ３，１１９ ９００ ４，０１９ （１２７）

３／２８（月）～４／ ３（日） ３，０５０ ９２７ ３，９７７ （１３４）

４／ ４（月）～４／１０（日） ２，８９２ １，０４５ ３，９３７ （１１１）

４／１１（月）～４／１７（日） ２，８８１ １，０４４ ３，９２５ （１４２）

計 ４１，６１９ １１，８１７ ５３，４３６ （１，０８６）
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新型コロナウイルス感染症に係る主な取組の状況について

令 和 ４ 年 ４ 月 ２ ６ 日

秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部

【飲食店・宿泊施設における感染防止対策への支援等】（生活環境部、産業労働部、

観光文化スポーツ部）

（１）飲食店の認証制度

適切な感染防止対策を講じる飲食店を認証する制度の導入

・申請期間：R3.5.28～

・認証件数：929 施設（4.21 現在）

（２）飲食店感染予防環境整備支援事業（新型コロナ対策認証枠）

飲食店の認証取得に向けた設備導入への助成

ア Ｒ３年度

・交付件数：673 件、102,650 千円

イ Ｒ４年度

・補 助 率：4/5（上限額 30 万円）

・申請期間：R4.4.1～R4.12.28

・対象期間：R3.4.1～R4.12.28

・申請件数：17 件（4/21 現在）

（３）宿泊施設感染防止対策等支援事業の実施

感染防止対策等ための物品購入や施設改修等に必要な経費への助成

○ 感染防止対策のための物品購入等への支援

・補助率 ：2/3（上限額 200 万円）※認証取得に向けた取組は 4/5

・申請期間：R3.5.28～R4.2.28

・申請件数：174 施設

○ 感染防止対策等のための施設改修等への支援

・補助率等：1/2（上限額 500 万円）※経営改善計画策定は 2/3（1,000 万円）

・申請期間：R3.6.2～R3.11.19

・申請件数：59 施設

【企業の事業・雇用継続に対する支援等】（産業労働部）

（１）資金繰り支援

ア Ｒ３年度

売上高が減少している中小企業に対する経営安定資金の無利子・無保証料貸付

実施期間 令和４年 1月 1 日～令和４年 3月 31 日まで（保証承諾ベース）

・新型コロナウイルス感染症対策枠（3/31 現在） 2,107 件、 456.4 億円

イ Ｒ４年度

売上高が減少している中小企業に対する経営安定資金の条件が有利な制度を実施

資料５
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（新型コロナウイルス感染症対策枠、ウィズ・アフターコロナ枠）

（２）ＰＣＲ等検査に要する費用への助成

中小企業の従業員等が県外出張後に行うＰＣＲ等検査の費用への助成

・助成件数：50 件（103 検査分）、946 千円

（３）飲食店への支援金の給付

売上が大きく減少した飲食店及び飲食店関連事業者に対し、事業継続を支援する

ため、支援金を給付

・対象者 次の要件をすべて満たす中小企業者等

（１）県内に本店又は主たる事業所を有する中小企業者等（個人事業主含む）

（２）飲食店又は、飲食店と継続的に直接取引のある事業者（飲食店関連事業

者）

（３）直近決算期の売上が前年度又は、前々年度と比較して２０％以上減少し

ていること。

・支援金額 １事業者当たり売上金額 3千万円につき 30 万円（上限 300 万円）

・申請受付 令和３年 10 月 27 日～令和４年１月 31 日まで

・支給実績 2,458 件 1,054,500 千円

（４）県内飲食店の応援事業の実施
県内の飲食店等を支援するため、プレミアム飲食券を発行

・販売期間 紙飲食券：R4.4.15～R4.12.15 電子飲食券：R4.4.25～R4.12.15

・利用期間 販売開始日～R4.12.31

・販売枚数 紙飲食券：296,785 枚（4/20 現在）

※電子飲食券は 4/25 から販売開始

・利用可能店舗数 1,642 店（4/20 現在）

【宿泊・観光需要の喚起等】（観光文化スポーツ部）

（１）冬季宿泊・観光関連事業者支援事業（あきた冬割キャンペーン！）の実施

○ 宿泊事業者への助成

冬季の県民向け宿泊プランを造成し、割引価格で販売した宿泊事業者に対し

て、１人１泊当たり 5,000 円を上限に助成する。

・対象期間：令和３年 11 月 19 日～令和４年２月 28 日

・対 象 者：県内在住者※令和４年１月１日から隣接４県の在住者を追加

（1.15 から青森県、1.26 から岩手・宮城・山形県の新規予約停止）

・助 成 額：１／２（上限 5,000 円）

・限 度 額：１事業者当たり 500 万円

・人 泊 数：86,517 人泊

・精算実績：396,226 千円

○ 観光関連施設応援クーポンの発行

上記宿泊プランの利用者に対し、旅行期間中に使用できるクーポンを１人１

泊当たり 1,000 円分を配付する。

・対象施設：観光関連施設（道の駅、土産店、観光体験施設 等）

・配付枚数：76,932 枚
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・精算実績：76,932 千円

（２）スキー場を活用した冬季誘客促進事業の実施

スキー場への誘客により冬季観光の振興を図るため、県内在住者を対象としたリ

フト代金等の割引券を発行する。

・発行枚数：2,000 円割引（リフト･食事等） 13,941 枚

7,000 円割引（リフト･食事＋レンタル等） 5,950 枚

・対象施設：秋田県スキー場協会加盟 14 スキー場

・対象期間：令和３年 12 月～令和４年３月 13 日

・精算実績：50,451 千円

（３）冬季旅行商品造成支援事業の実施

冬季における旅行商品の開発・魅力増進を図るため、県内の旅行業者に対し、秋

田の魅力ある県民向け冬季旅行商品の造成・販売を支援する。

・補 助 先 県内の旅行業者

・補 助 額 送客補助 １人当たり上限 6,000 円

広告補助 １社当たり上限 300,000 円

・限 度 額 １事業者当たり 530 万円

・対象期間 令和３年 11 月～令和４年２月まで

・実 績 17 社、5,130 千円(宿泊 192 人泊、日帰り 577 人)

（４）「旅して応援！」あきた春割事業（あきた春割キャンペーン）の実施

○ 旅行商品や宿泊代金に対する割引

県内在住者を対象とした県内を目的地とする旅行商品や宿泊代金について、

１人１泊（日帰りは１回）当たり 5,000 を上限に割引する。

・対象期間：令和４年３月１日～４月 28 日（予定）

・対 象 者：県内在住者（感染の収束状況に応じて、隣接県在住者等に拡大）

・割 引 額：代金の１／２（上限 5,000 円）

・人 泊 数：240,000 人泊（予定）

・実 績：253,878 千円（70,887 人泊）※４月 13 日付け速報値

○ 地域限定クーポン券の発行

上記の割引に加え、旅行期間中に使用できる地域限定クーポン券を１人１泊

（日帰りは１回）当たり 2,000 円を上限に配付する。

・対象期間：令和４年３月１日～４月 29 日（予定）

・対象施設：県内の観光関連施設（道の駅、土産店、観光体験施設 等）

・実 績：77,866 千円（77,866 枚）※４月 13 日付け速報値

○ 支援対象範囲の拡大と利用条件の変更について

あきた春割キャンペーンの対象者に、北海道、岩手県、宮城県、山形県、福島

県の５道県在住者を追加し、令和４年４月１日（金）から予約受付を開始した。

加えて、令和４年４月１１日（月）から対象者に青森県在住者を加え、同日から

予約受付を開始した。

また、利用条件として、県内在住者が本キャンペーンを利用する場合を除き、
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令和４年４月１日（金）以降の予約分については、ワクチンを３回接種したこ

と、または、ＰＣＲ検査や抗原定性検査等の結果が陰性であることの証明が必

要となる。

○ 対象期間の延長について

あきた春割キャンペーンの期間を１か月延長し、令和４年５月 31日（火）（６
月１日（水）チェックアウト）までを対象期間とする。ただし、令和４年４月

29日（金）から令和４年５月８日（日）（５月９日（月）チェックアウト）まで
の期間はゴールデンウィーク期間として、本キャンペーン利用対象外とする。

（５）秋田版ＧｏＴｏトラベル事業の実施

○ 旅行商品や宿泊代金に対する割引

国内在住者を対象に、県内を目的地とする旅行商品や宿泊代金に対する割引

を実施する。

・対象期間：令和４年５月９日～７月 20 日（予定）

・対 象 者：国内在住者（感染状況に応じて、柔軟に対応）

・割 引 額：代金の 20％を割引

＜交通付商品＞ １人１泊当たり上限 8,000 円

＜交通付商品以外＞ １人１泊当たり上限 5,000 円

＜日帰り旅行＞ １人１回当たり上限 2,000 円

・人 泊 数：800,000 人泊（予定）

○ 地域限定クーポン券の発行

上記の割引に加え、旅行期間中に使用できる地域限定クーポン券を１人１泊

（日帰りは１回）当たり 3,000 円を上限に配付する。

・対象期間：令和４年５月９日～７月 21 日（予定）

・対象施設：県内の観光関連施設（道の駅、土産店、観光体験施設 等）

○ その他

国の補助金交付要綱の改正により、クーポン券の運用や実施期間等について

変更を行う場合がある。


